
小児科（総合内科）は予約なしで受診していただけます。

 
【理念】 

 

主に難治・慢性疾患の子どもを対象とした医療・保健・療育・福

祉サービスの県の中核機関として、安心・信頼・満足の得られる医

療・ケアの包括的なサービス提供を行います。 

 

【基本方針】 

 

● 高度な専門知識と技術の向上に努め、良質で安全な科学的根拠に

基づいた医療を、十分な説明と納得の上で提供します。 

 

● 地域の医療、保健、療育、福祉、教育機関との機能分担・連携を

図ります。 

 

● 小児の医療、保健、療育、福祉にたずさわる専門家の育成、学生

教育への協力および臨床研究を通じて、県下の小児保健医療の発

展と向上に貢献します。 

 

● 県立病院の使命としての政策医療を推進します。 

 

診療科等のご案内 

◆ 標榜科 

小児科、精神科、整形外科、小児外科、眼科 

耳鼻咽喉科、麻酔科、リハビリテーション科、放射線科 

 

◆ 外来 

小児科：内科系 

総合内科、神経内科、アレルギー科、頭痛、心臓内科 

腎臓内科、内分泌・代謝科、血液・リウマチ科 

小児科：外科系 

泌尿器化、脳神経外科、形成外科 

小児科：その他 

肥満、発達障害、ダウン症 

 

◆ その他 

  予防接種 

 

◆ 病床数 100 床 

 
ご利用案内 

 
◆ 外来診療 

● 小児科（総合内科）を除き、原則として予約制です。 

● 診 療 時 間    午前 ９時００分～午後 ５時００分 

● 予約受付時間  午前 ８時３０分～午後 ５時００分 

● 休   診   日   土・日・祝日・年末年始 

◆ 初診時の注意点    

● ０～１８才未満の方を対象としています。 

◆ 初診時に持参いただくもの 

● 保険証（国保･協会健保･共済等）：受診時毎月提示してください。 

● 母子健康手帳（乳幼児の場合・精神科（こころの診療科）受

診の場合） 

● 医療券（公費負担をご利用の場合） 

★予約直通電話：０７７－５８２－８４２５★ 

  
 

診療受付は午前１１時３０分（月～金）までです。 

 
地域医療連携室ご利用案内 

● 受 付 時 間   月曜日～金曜日  

午前９時００分～午後４時３０分   

（土、日、祝日、年末年始は除く）      

● 直 通 電 話    077-582-6222   

● FAX 番 号    077-582-6276 
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とされる患者さんが多く利用されています。また、高度な医
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小児科（総合内科）は予約なしで受診していただけます。

 
【理念】 

 

主に難治・慢性疾患の子どもを対象とした医療・保健・療育・福

祉サービスの県の中核機関として、安心・信頼・満足の得られる医

療・ケアの包括的なサービス提供を行います。 

 

【基本方針】 

 

● 高度な専門知識と技術の向上に努め、良質で安全な科学的根拠に

基づいた医療を、十分な説明と納得の上で提供します。 

 

● 地域の医療、保健、療育、福祉、教育機関との機能分担・連携を

図ります。 

 

● 小児の医療、保健、療育、福祉にたずさわる専門家の育成、学生

教育への協力および臨床研究を通じて、県下の小児保健医療の発

展と向上に貢献します。 

 

● 県立病院の使命としての政策医療を推進します。 

 

診療科等のご案内 

◆ 標榜科 

小児科、精神科、整形外科、小児外科、眼科 
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◆ 外来診療 

● 小児科（総合内科）を除き、原則として予約制です。 

● 診 療 時 間    午前 ９時００分～午後 ５時００分 
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◆ 初診時の注意点    
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小児科（総合内科）は予約なしで受診していただけます。

 
【理念】 

 

主に難治・慢性疾患の子どもを対象とした医療・保健・療育・福

祉サービスの県の中核機関として、安心・信頼・満足の得られる医

療・ケアの包括的なサービス提供を行います。 

 

【基本方針】 

 

● 高度な専門知識と技術の向上に努め、良質で安全な科学的根拠に

基づいた医療を、十分な説明と納得の上で提供します。 

 

● 地域の医療、保健、療育、福祉、教育機関との機能分担・連携を

図ります。 

 

● 小児の医療、保健、療育、福祉にたずさわる専門家の育成、学生

教育への協力および臨床研究を通じて、県下の小児保健医療の発

展と向上に貢献します。 

 

● 県立病院の使命としての政策医療を推進します。 

 

診療科等のご案内 

◆ 標榜科 

小児科、精神科、整形外科、小児外科、眼科 

耳鼻咽喉科、麻酔科、リハビリテーション科、放射線科 

 

◆ 外来 

小児科：内科系 

総合内科、神経内科、アレルギー科、頭痛、心臓内科 

腎臓内科、内分泌・代謝科、血液・リウマチ科 

小児科：外科系 

泌尿器化、脳神経外科、形成外科 

小児科：その他 

肥満、発達障害、ダウン症 

 

◆ その他 

  予防接種 

 

◆ 病床数 100 床 

 
ご利用案内 

 
◆ 外来診療 

● 小児科（総合内科）を除き、原則として予約制です。 

● 診 療 時 間    午前 ９時００分～午後 ５時００分 

● 予約受付時間  午前 ８時３０分～午後 ５時００分 

● 休   診   日   土・日・祝日・年末年始 

◆ 初診時の注意点    

● ０～１８才未満の方を対象としています。 

◆ 初診時に持参いただくもの 

● 保険証（国保･協会健保･共済等）：受診時毎月提示してください。 

● 母子健康手帳（乳幼児の場合・精神科（こころの診療科）受

診の場合） 

● 医療券（公費負担をご利用の場合） 

★予約直通電話：０７７－５８２－８４２５★ 

  
 

診療受付は午前１１時３０分（月～金）までです。 

 
地域医療連携室ご利用案内 

● 受 付 時 間   月曜日～金曜日  

午前９時００分～午後４時３０分   

（土、日、祝日、年末年始は除く）      

● 直 通 電 話    077-582-6222   

● FAX 番 号    077-582-6276 
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積極的に行っており、平成 25 年度からは県の委託を受けて、
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エピペン･は有効に使われているか？ 

―当院での取り組み― 
 

食物アレルギーの増加は著しく、なかでもアナフィラキシ

ーのリスクがある症例にはアドレナリン自己注射薬「エピペ

ン®」の処方が必須であり、当院でも今までに実数で 200 名

以上の処方実績があります。ところが、処方後にアナフィラ

キシーを起こした症例のうち実際にエピペン®を使用したの

はわずか 25％であり、必要時に適切に使用できていない実

態が明らかになりました（2014 年度 アレルギー誌に報

告）。そこで当院では、必要時にためらわずにエピペン®を使

用してもらえるよう、専門の医師、看護師が様々な工夫をし

ています。まず処方が決まったら当科オリジナルのエピペン®

指導 DVD を視聴するとともにその資料プリントをお渡しし、

使い方、使うタイミング、保管の仕方、保育所・幼稚園や学

校との連携について詳しくお話します。そのうえで、エピペ

ン®お渡し時には医師から再度説明して練習用トレーナーに

よる実技を行い、その後は外来受診の際に専門の看護師を始

め外来看護スタッフが手技の確認を行います。使用期限が来

て更新する際には、期限切れのエピペン®を用いて指導用人形

に実際に打つ練習をしてもらいます。エピペン®携帯が必要な

重症食物アレルギーの患者さんがおられたら、ぜひ当院アレ

ルギー外来をご紹介下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導用人形を用いた実技指導】 

 
子どもの力を引き出す 

プレパレーション(心の準備) 
 

「プレパレーション」とは、行われる医療処置を子どもに

説明するだけでなく、子どもがその子なりに主体的に医療処

置を乗り越えることができるように、子どもの対処能力・頑

張りを引き出すケアを言います。 

子どもにとって重要な存在である

保護者の参画も大切にしながら関わ

ります。子どもたちが最後まで頑張る

ことができるように支援する事が大

切です。 

 

小児病院における MRI 検査の Tips 

 

MRI は狭い筒内で騒音に耐え、

かつ動いてはいけないという、子

どもにとっては恐怖の検査の一

つです。ゆえに小児患者ではプレ

パレーション（心の準備）が大切

です。 

 安静保持が難しい乳児・幼児には睡眠導入剤を用います。

しかし睡眠導入剤が常に効果的

な睡眠に貢献してくれるわけで

はないため、左写真のような騒音

防止のためのイヤーマフや、入眠

を待つ根気が非常に重要です。睡

眠導入剤投与後４時間後に撮影

できることも当院ではまれではありません。 

小学生頃になると事前説明も有効です。「MRI 検査は写真

撮影」、「写真撮影だから痛くない」、そして「両親と一緒に入

室できる」ことを何度もゆっくりと伝えることが成功への近

道と考えます。   

当院では県内唯一の子ども病院として、子ども目線に立っ

て MRI 検査が成功するための努力をしています。 

 

（放射線科 福田篤志） 

 

 

外来（処置室）における採血の取組みから 

 

当院の外来における採血場面では、子どもの年齢や理解

の状況を見極めて説明を行います。また、採血の姿勢も子

ども達に選んでもらいます。お母さんに抱っこしてもらい

実施する方法や、右記の写真の

ように、おままごとテーブルで

実施する方法等・・と 

 

 

 

 

子ども達は自分で決定した

事には、一生懸命取り組んでく

れます。 

大きな声で泣きながら、でも 

じっと採血を行う手は動かさな 

いなど、子どもなりの頑張る姿 

があります。この「できた！」 

という経験を子どもにフィード 

バックすることが、子どもの自

信となり、子どもの成長発達に大きく影響します。 

今後も、子どもたちが主体的に処置に臨めるように関わ

っていきます。 

（外来師長 津田雪代） 
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信となり、子どもの成長発達に大きく影響します。 

今後も、子どもたちが主体的に処置に臨めるように関わ

っていきます。 

（外来師長 津田雪代） 

 
エピペン･は有効に使われているか？ 

―当院での取り組み― 
 

食物アレルギーの増加は著しく、なかでもアナフィラキシ

ーのリスクがある症例にはアドレナリン自己注射薬「エピペ

ン®」の処方が必須であり、当院でも今までに実数で 200 名

以上の処方実績があります。ところが、処方後にアナフィラ

キシーを起こした症例のうち実際にエピペン®を使用したの

はわずか 25％であり、必要時に適切に使用できていない実

態が明らかになりました（2014 年度 アレルギー誌に報

告）。そこで当院では、必要時にためらわずにエピペン®を使

用してもらえるよう、専門の医師、看護師が様々な工夫をし

ています。まず処方が決まったら当科オリジナルのエピペン®

指導 DVD を視聴するとともにその資料プリントをお渡しし、

使い方、使うタイミング、保管の仕方、保育所・幼稚園や学

校との連携について詳しくお話します。そのうえで、エピペ

ン®お渡し時には医師から再度説明して練習用トレーナーに

よる実技を行い、その後は外来受診の際に専門の看護師を始

め外来看護スタッフが手技の確認を行います。使用期限が来

て更新する際には、期限切れのエピペン®を用いて指導用人形

に実際に打つ練習をしてもらいます。エピペン®携帯が必要な

重症食物アレルギーの患者さんがおられたら、ぜひ当院アレ

ルギー外来をご紹介下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導用人形を用いた実技指導】 

 
子どもの力を引き出す 

プレパレーション(心の準備) 
 

「プレパレーション」とは、行われる医療処置を子どもに

説明するだけでなく、子どもがその子なりに主体的に医療処

置を乗り越えることができるように、子どもの対処能力・頑

張りを引き出すケアを言います。 

子どもにとって重要な存在である

保護者の参画も大切にしながら関わ

ります。子どもたちが最後まで頑張る

ことができるように支援する事が大

切です。 

 

小児病院における MRI 検査の Tips 

 

MRI は狭い筒内で騒音に耐え、

かつ動いてはいけないという、子

どもにとっては恐怖の検査の一

つです。ゆえに小児患者ではプレ

パレーション（心の準備）が大切

です。 

 安静保持が難しい乳児・幼児には睡眠導入剤を用います。

しかし睡眠導入剤が常に効果的

な睡眠に貢献してくれるわけで

はないため、左写真のような騒音

防止のためのイヤーマフや、入眠

を待つ根気が非常に重要です。睡

眠導入剤投与後４時間後に撮影

できることも当院ではまれではありません。 

小学生頃になると事前説明も有効です。「MRI 検査は写真

撮影」、「写真撮影だから痛くない」、そして「両親と一緒に入

室できる」ことを何度もゆっくりと伝えることが成功への近

道と考えます。   

当院では県内唯一の子ども病院として、子ども目線に立っ

て MRI 検査が成功するための努力をしています。 

 

（放射線科 福田篤志） 

 

 

外来（処置室）における採血の取組みから 

 

当院の外来における採血場面では、子どもの年齢や理解

の状況を見極めて説明を行います。また、採血の姿勢も子

ども達に選んでもらいます。お母さんに抱っこしてもらい

実施する方法や、右記の写真の

ように、おままごとテーブルで

実施する方法等・・と 
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